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4) リハビリテーション専門職（理学療法士） 

本県の理学療法士数（病院及び介護保険施設従事者数の合計）は平成25年度時点で 2,772.0 

人と、全国平均 1,507.9 人の約 1.8 倍となっている。また、平成 19 年度からの増加率は 93％

で、全国平均69％に比べて24ポイント上回っている。（図3－12）  

一方、65歳以上人口10万人当たりでは平成25年度時点で 184.2  人と、全国平均 222.2 人

の約0.8 倍となっている。また、平成19年度からの増加率は51 ％で、全国平均 46 ％に比べ

て5 ポイント上回っている。（図3－13） 

 

 

 

 

 

 

（病院の従事者数：病院報告（各年10月1日現在）、介護保険施設の従事者数：介護サービス施設・事業所調査（各

年10月1日現在）、H19～H21, H23～H25の高齢者人口：人口推計、H22の高齢者人口：国勢調査（各年10月1日現在）

をもとに作成）  

  

図3－12 理学療法士常勤換算従事者数 

図3－13 65歳以上人口10万対理学療法士数 
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5) リハビリテーション専門職（作業療法士） 

本県の作業療法士数（病院及び介護保険施設従事者数の合計）は平成25年度時点で 1,490.2 

人と、全国平均 931.4 人の約1.6 倍となっている。また、平成19年度からの増加率は83 ％で、

全国平均61 ％に比べて22 ポイント上回っている。 (図3－14) 

一方、65歳以上人口10万人当たりでは平成25年度時点で 99.0 人と、全国平均 137.2 人の

約0.7 倍となっている。また、平成19年度からの増加率は43 ％で、全国平均 38 ％に比べて

5 ポイント上回っている。（図3－15） 

 

 

 

 

 

 

（病院の従事者数：病院報告（各年10月1日現在）、介護保険施設の従事者数：介護サービス施設・事業所調査（各

年10月1日現在）、H19～H21, H23～H25の高齢者人口：人口推計、H22の高齢者人口：国勢調査（各年10月1日現在）

をもとに作成）   

図3－15 65歳以上人口10万対作業療法士数 

図3－14 作業療法士常勤換算従事者数 
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6) リハビリテーション専門職（言語聴覚士） 

本県の言語聴覚士数（病院及び介護保険施設従事者数の合計）は平成25年度時点で 463.2 人

と、全国平均 296.3 人の約1.6 倍となっている。また、平成19年度からの増加率は 89 ％で、

全国平均 75 ％に比べて14 ポイント上回っている。（図3－16） 

一方、65歳以上人口10万人当たりでは平成25年度時点で 30.8 人と、全国平均 43.7 人の

約0.7 倍となっている。また、平成19年度からの増加率は48 ％で、全国平均 50 ％と比べて

2 ポイント下回っている。（図3－17） 

 

 

 
 

 

（病院の従事者数：病院報告（各年10月1日現在）、介護保険施設の従事者数：介護サービス施設・事業所調査（各

年10月1日現在）、H19～H21, H23～H25の高齢者人口：人口推計、H22の高齢者人口：国勢調査（各年10月1日現在）

をもとに作成）  

  

図3－17 65歳以上人口10万対言語聴覚士数 

図3－16 言語聴覚士常勤換算従事者数 
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③二次保健医療圏別の現状 

1) 圏域の構成 

 「二次保健医療圏」とは、医療法第30条の4第2項第12号の規定による区域であり、特殊な

医療を除く病院の病床の整備を図るべき地域的単位として設定され、医療機関相互の機能分担に

基づく連携による包括的な保健医療サービスを提供していくための場であり、住民が短時間でこ

れらの保健医療サービスを受けることが可能となる圏域である。 

 本県は、図3－18のとおり9つの二次保健医療圏にわかれており、圏域によって、人口、面積、

構成市町村数等の規模が異なる。 

人口は、平成26年度時点で、東葛南部で1,722,212 人と最も多く、最も少ない安房の134,114 

人の約13 倍となっている。 

面積は、山武長生夷隅で1,161.32 k㎡と最も大きく、最も小さい東葛南部の253.84  

k㎡の約5 倍となっている。 

構成市町村は、山武長生夷隅で17市町村と最も多く、千葉と市原で1市と最も少ない。 

 

 

 

 

（保健医療圏、面積、構成市町村：千葉県保健医療計画（平成25年5月改定）、人口：千葉県年齢別・町丁字別人

口(H26.4.1現在）をもとに作成）  

  

図3－18 二次保健医療圏の構成 
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2) 高齢者 

圏域別の高齢者人口は、平成26年度時点で、東葛南部で358,241 人と最も多く、最も少ない

安房の48,864 人の約7.3 倍となっている。また、高齢化率は安房が36.4 ％と最も高く、最も

低い東葛南部の20.8 ％を15.6 ポイント上回っている。 （表3－1、図3－19） 

一方、要支援・要介護認定者数は、平成 26 年度時点で、東葛南部で 55,666 人と最も多く、

最も少ない安房の9,193 人の約 6.1 倍となっている。また、高齢者人口に占める要支援・要介

護認定者数の割合は、安房が18.8 ％と最も高く、最も低い印旛の13.5 ％を5.3 ポイント上回

っている。 （表3－2、図3－19） 

 

 

 

 

 

 

  

表3－1 高齢者人口・高齢化率 

表3－2 要支援・要介護認定者 

図3－19 高齢者人口と要介護等認定者数 

（総人口・高齢者人口：千葉県年齢別・町丁字別人口(H26.4.1現在）、要介護等認定者数：WAM NET（H26.10月末現

在）をもとに作成）  
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3) 障害児・者 

圏域別の手帳所持者数（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の合計）は、平

成26年度時点で、東葛南部で60,314 人と最も多く、最も少ない安房の7,374 人の約8.2 倍と

なっている。また、人口に占める手帳所持者数の割合は、安房が5.5 ％と最も高く、最も低い

東葛南部の3.5 ％を2.0 ポイント上回っている。 （表3－3、図3－20） 

 

 

 

 

 

（障害福祉課調べ（H26.3.31現在）をもとに作成）  

  

表3－3 手帳所持者数 

図3－20 手帳所持者数 
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4) 医療保険関連サービス（回復期リハビリテーション病棟・地域包括ケア病棟） 

圏域別の回復リハビリテーション病棟及び地域包括ケア病棟における病床数は、平成27年度

時点で、東葛南部で1,158 床と最も多く、最も少ない香取海匝の97 床の約11.9 倍となってい

る。また、65歳以上人口10万対病床数は、市原で364.6 床と最も多く、最も少ない香取海匝の

111.7 床の約3.3 倍となっている。（表3－4、図3－21）  

 

 

 

 

 

 

 

（病院数：関東信越厚生局千葉事務所調べ（H27.4.1現在）、病床数：各医療機関に調査（H27.4.1現在）、人口：千葉

県年齢別・町丁字別人口 (H26.4.1現在）をもとに作成）  

 

  

表3－4 回復期リハビリテーション病棟等施設基準届出医療機関数及び病床数 

図3－21 65歳以上人口10万対回復期リハビリテーション病棟等病床数 
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5) 医療保険関連サービス（疾患別リハビリテーション料） 

圏域別の疾患別リハビリテーション料施設基準の届出医療機関数（脳血管疾患等、運動器、呼

吸器、心大血管疾患の合計）は、平成27年度時点で、東葛南部で187箇所と最も多く、最も少

ない君津及び市原の39 箇所の約4.8倍となっている。また、65歳以上人口10万対医療機関数

は、安房で98.2 箇所と最も多く、最も少ない君津の45.6 箇所の約2.2 倍となっている。（表3

－5、図3－22） 

 

 

 

 

 

 
 

（病院数：関東信越厚生局千葉事務所調べ（H27.4.1現在）、人口：千葉県年齢別・町丁字別人口(H26.4.1現在）をも

とに作成）  

  

表3－5 疾患別リハビリテーション料施設基準届出医療機関数 

図3－22 65歳以上人口10万対疾患別リハビリテーション料施設基準届出医療機関数 
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6) 介護保険関連サービス（通所リハビリテーション・訪問リハビリテーション・その他） 

圏域別の通所リハ事業所数は、平成 27 年度時点で、千葉で 44 箇所と最も多く、最も少ない

君津の10 箇所の約4.4 倍となっている。また、65歳以上人口10万対事業所数は、安房で28.7 

箇所と最も多く、最も少ない印旛の10.8 箇所の約2.7 倍となっている。 (表3－6、図3－23) 

一方、訪問リハ事業所数は、平成 27 年度時点で、東葛南部で 22 箇所と最も多く、最も少な

い君津の4 箇所の約5.5 倍となっている。また、65歳以上人口10万対事業所数は、安房で12.3 

箇所と最も多く、最も少ない山武長生夷隅の4.5 箇所の約2.7 倍となっている。 (表3－6、図

3－24) 

 

 
 

 

 

 

表3－6 介護保険関連サービス提供事業所数 

図3－23 65歳以上人口10万対通所リハビリテーション事業所数 

図3－24 65歳以上人口10万対訪問リハビリテーション事業所数 

（訪問リハビリ事業所・通所リハビリ事業所・訪問看護事業所・介護老人保健施設：WAM NET （H27.4）、特別養護

老人ホーム・地域包括支援センター：高齢者福祉課調べ（H27.4.1 現在）、高齢者人口：千葉県年齢別・町丁字別人

口(H26.4.1現在）をもとに作成） 

 


